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１．概要（Summary） 

弾性表面波デバイスは、圧電体表面の櫛状電極によっ

て表面波を介して、信号フェルターとして利用されている。

本研究では、デバイス表面からの圧電ポテンシャルを再

度電波に変換し、電波の放射源として開発を行っている。

今回、公益財団法人北九州産業学術推進機構微細加工

プラットフォームの微細加工装置などを利用して、特殊構

造をもつ弾性波デバイスの設計と作製を行った。また、作

製において、安藤秀幸氏と竹内修三氏のご協力に感謝

致します。 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 レイアウトＣＡＤ、レーザー描画装

置、スパッタ装置、フォトリソグラフィ装置、プリント基板作

製装置、半田付け装置などを利用した。 【実験方法】 レ

イアウト CAD 装置を用いて電極のパターンを設計して、

マスクを作製した。更に、LiNbO3ウェハーの表面にAl薄

膜をスパッタ装置で作製し、マスクを利用してエッチング

によって電極を形成した。最後に、半田付け装置を使っ

てリード線を引き、大気雰囲気中に 100℃でアニールを

行った。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

Fig１に弾性表面波デバイスの全体図を示す。青色部

分は電極導出部、青色と接続する灰色部分は入・出力

電極、独立している灰色の部分はアンテナ、また、基板と

しては LiNbO3単結晶を用いている。 

 Fig2 と Fig3 にそれぞれ、電極導出と電極の結合部と

リード線の接触部分を示している。 
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Fig１．SAW device and antenna. 

Fig2. Electrode of SAW device 

Fig3. Enlarged view of the electrode  


